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「年頭所感」新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様、並びに日頃より当協会の活動にご理解とご支援を賜っておりま

す関係各位に、心より感謝申し上げます。

2026年を迎え、私たち福岡県中小企業診断士協会は、地域経済の持続的な

発展と中小企業の未来創造に向けて、さらに一歩踏み出す年にしたいと考えて

おります。

昨年は、社会情勢の変化や経済環境の不確実性が続く中で、中小企業の皆様

が果敢に挑戦を続けられる姿に、私たち診断士も大いに励まされました。

協会としても、経営支援や人材育成、地域活性化への取り組みを一層強化し、福岡県内の中小企業が持

続的に発展できるよう尽力してまいりました。

本年は「共創と挑戦」をテーマに掲げ、診断士一人ひとりの専門性を活かしながら、中小企業の皆様が

直面する課題に寄り添い、中小企業の未来志向の経営革新を支えていきたいと思います。

近年、デジタル化やグローバル化の進展に加え、人口減少や人材不足といった構造的課題が中小企業を

取り巻いております。こうした環境変化に対応するため、当協会は「伴走型支援」「地域連携」「人材育

成」の三本柱を軸に活動を展開していきたいと考えています。

まず「伴走型支援」では、診断士一人ひとりが企業の経営者に寄り添い、単なる助言にとどまらず、実

行支援までを視野に入れた活動を強化し、企業の現状把握と改善提案を迅速かつ的確に行える体制を整え

ます。また、資金調達や事業承継といった経営課題に対して、専門家ネットワークを活用し、ワンストッ

プで支援できる仕組みを構築いたします。

次に「地域連携」では、福岡県内の自治体、商工団体、金融機関、大学・研究機関など多様なパートナ

ーとの連携をさらに深めてまいります。

最後に「人材育成」については、診断士自身のスキルアップを図るとともに、次世代診断士の育成にも

力を注ぎ、若手が活躍できる環境を整えることで、協会全体の活力を高めてまいります。

私ども中小企業診断士に対する社会からの要望は、ますます高まっております。多様化する中小企業・

小規模事業者の課題解決に答えていくためには、中小企業診断士一人ひとりが自己研鑽に努め、知識の獲

得だけではなく、人間力も高めることが重要です。

当協会は1959年に設立された社団法人中小企業診断協会福岡県支部を前身として、昨年創立66周年を

迎え、会員数も約400名の組織となっています。当協会のさらなる発展と飛躍のために会員の皆様のご協

力とご支援を心よりお願い申し上げます。

最後になりますが、会員の皆様とご家族にとりまして今年が良い年になりますよう心より祈念いたしま

して、新年のご挨拶とさせていただきます。

一般社団法人福岡県中小企業診断士協会 会長 安部 欽也
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副会長（内部統制担当）兼総務委員長 越川 智幸

副会長（内部連携担当）兼広報委員長 廣木 鑑治
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副会長挨拶

新年あけましておめでとうございます。副会長兼総務委員長の越川
智幸です。

福岡県中小企業診断士協会では、安部会長の下で副会長4名（うち
2名が委員長兼務）、委員長3名で常任理事会を構成、全ての理事で
理事会を構成しています。
これらの会議体は民間企業で例えると、常任理事会は常務会で理事

会は取締役会です。常任理事が委員長を務め理事が副委員長・部長な
ど要職を務める各委員会は実行部門です。また、委員会等に関する事
務は事務局の常勤職員が担当しています。

令和7年は、委員長の途中退任や事務局職員の退職・採用がありま
した。常任理事・理事・委員会メンバー各位の協力もあり新たな体制
で動き出した状況で、事務局職員の新規採用も実施しました。

令和8年は、当協会が組織的に中小企業・小規模事業者の成長・発
展を支援する体制を整え実行していく新たなフェーズとなります。
役員改選期でもあり新たな委員会メンバーも公募されます。建設的

な推進力とボランティア精神を兼ね備えた先生は、ぜひ所属する部会
や県協会の役員への立候補や、委員会メンバーとしての参加をご検討
頂ければと思います。

2026年、あけましておめでとうございます。副会長兼広報委員長、
廣木でございます。

2025年、広報委員会では、「HP更新」や「フェイスブックやイン
スタ、グーグルビジネスプロフィールなどのSNS発信」、「定期的な
広報誌発刊」、「中小企業診断士の日イベント開催」など、広報活動
を通して『中小企業診断士ブランド』を広く発信することで、本協会
並びに会員診断士のブランド力の向上に、広報委員会の全メンバーが
協力し合いながら努めてきました。
また、副会長として、国からの受託業務開拓、公益社団法人化も進

めております。

『中小企業診断士ブランド』を更に高めるためには、以下のように、
会員皆さまのご協力も必要となります。
・県協会HPの会員紹介ページに、是非、ご自身の顔写真や専門分
野などもご記載ください！

・各ＳＮＳにフォローいただくと共に、「いいね」や「シェア」
をお願いいたします！

・広報誌やその他販促活動に関する忌憚のないご意見をお寄せく
ださい！

・県協会が主催する様々なイベントに、是非ご参加ください！

本年2026年も、理事や広報委員会のメンバーが一丸となって努め
て参りますので、今後ともよろしくお願いいたします
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副会長（福岡部会長） 田中 直敏

副会長（福岡南部会長） 日下部 清
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副会長挨拶

新年あけましておめでとうございます。福岡部会長の田中直敏
です。

昨今、中小企業を取り巻く環境は、物価高、人手不足、後継者
不足など、かつてないほど複雑で厳しさを増しており、われわれ
中小企業診断士への期待と責任はこれまで以上に大きくなってお
ります。

令和7年度、福岡部会では「GX」や「AI・DX」、「事業承継」
といった時代の潮流を捉えたテーマで3回の研修会を開催し、会員
各位の実務に資する知見の深化と、新たな気づきの提供に努めて
まいりました。また、交流会やニュースレター、部会名簿の発行
などを通じて、会員間のネットワークを構築して、結束と相互理
解を深めることもできました。

令和8年度はこれらの取り組みをさらに発展させ、福岡部会の活
動をより充実させるとともに、福岡部会会員が福岡県協会全体の
事業や活動にも積極的に参画し、地域経済や中小企業支援の現場
に貢献してまいります。

本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、
新春のご挨拶とさせていただきます。

新春の候、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます 。
診断士協会及び福岡南部会の活動にご協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。

昨年、令和7年の研修会では「生成ＡＩ」について中小企業診断
士としての関心が深かったことから、栃木県の中小企業診断士に
依頼して「ＡＩエージェント」の活用法について実践的に学ぶこ
とができて大変好評でした。
また協会の専団連活動を深化させて「弁護士会筑後支部」の会

員との交流を深めて相互の支援力向上に役立てる企画も検討して
います。

最近は社会問題の解決に積極的に挑戦しようとする地域中小企
業も増えてきており、私達にも社会的に「チームとしての支援
力」が求められていることを感じています。
若い多様な経験を持つ会員も増えている中で、中小企業診断士

仲間で解決テーマを掘り下げて研究しながら、様々な問題への解
決能力を高めるような取組が重要になってきていると感じていま
す。

本年も引き続き、会員間の交流機会及び研鑽の機会を増やすべ
く部会活動を活発にしていきたいと考えています。
皆様の積極的なご協力をよろしくお願いいたします。
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副会長挨拶

副会長代理（福岡北部会長） 俣野 泰司

皆様、あけましておめでとうございます。
昨年４月に福岡北部会会長橋本先生が体調を崩され療養中のた

め、福岡北部会の部会長代理として、小生がその役割を担ってい
ます。

当部会今年度の活動も前年度に引き続き、①外部組織とのネッ
トワーク強化、②県協会本部事業との連携、③部会員相互の緊密
化 の方針で運営し、北九州、京築、宗像、筑豊という広範囲な
場の複数拠点での専団連や活性化協議会等の活動に協力している
のが特徴的です。

北部会の定例会議・研究会では、例年通り中小企業支援機関や
地元の社長の方々にご協力頂き、ご講演いただいています。また、
講演後には講師と会員の交流を深める重要な場として、懇親会も
欠かさず開催しています。直近では、日本政策金融公庫の小倉、
八幡の２支店から女性２名も含め４名の方にお越し頂いたり、初
めて講演依頼したJETROからも女性の担当者が来られたことが、
総理だけではない“女性の活躍”を感じたところです。また毎年行
っている工場見学会も３月までには開催したいと考えています。

今後も同様な取り組みはさることながら、より発展的な活動に
もチャレンジしていきますので、会員の皆様にも部会の地域を超
えた積極的なご参加をお待ちしております。

委員長挨拶
常任理事（会員サポート委員長） 佐志 保治

新年あけましておめでとうございます。会員サポート委員長の
佐志です。
日々の委員会活動へのご理解とご協力、誠にありがとうござい

ます。

会員サポート委員会では、これまでに次のような取り組みを行
ってまいりました。
・新たに協会会員となられた方へ協会活動を紹介する「新入会員
研修会」
・協会会員の知識拡充のための「保証協会との勉強会」「経営改
善研修会」「協会研修会」
・会員同士の親睦や仕事以外での交流の場としての「公認同好
会」
・企業内診断士の方の従事ポイント取得のための「図書館経営無
料相談会」「図書館創業セミナー」等々。

次年度以降も、上に挙げた活動を継続することはもちろん、協
会会員の皆さまのニーズにお応え出来るような取り組みを行って
まいります。
引き続き活動へのご理解と、積極的な参加をお願い致します。
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委員長挨拶

常任理事（外部連携委員長） 藤原 茂

常任理事（事業推進委員長） 横山 拓

新年あけましておめでとうございます。外部連携委員長の藤
原でございます。

昨年４月、外部連携委員会は新メンバー９名により活動を開
始いたしました。
６、11月には福岡財務支局による「福岡地域しんこうコンソ

ーシアム」に参画、10月には各金融機関を訪問し当協会活動の
周知を図ると共に関係強化に努めてまいりました。
また、登録養成課程の受講生獲得に向けた取り組みも進めて

まいりました。
専団連活動におきましては、当協会は平成29年に専団連加入

以降初めての当番会をプロジェクト体制で推進し、他士業９団
体との連携のもと無事に努めることができました。これもひと
えに会員皆様方のご支援とご協力の賜物であると深く感謝申し
上げます。

本年も各支援機関との連携による中小企業支援活動を通じて
会員の皆様の事業拡大に資するべく、委員会メンバー一丸とな
って活動を推進していく所存でございます。
今後とも外部連携委員会をよろしくお願いいたします。

事業推進委員会委員長の横山拓です。
本委員会は、診断士試験・理論政策更新研修・実務補修等の

協会受託事業の運営、プロコン養成塾などの独自事業、県から
の受託事業を担っております。

2025年度は、受託事業について前年方針を踏襲し、安定的な
運営を継続いたしました。理論政策研修では九州経済産業局の
小倉課長をお招きし、中小企業支援政策の最新動向についてご
説明いただきました。また、伴奏支援をテーマに講師を招聘し、
会員の支援スキル向上に資する内容といたしました。

独自事業では、11月にプロコン養成塾を開催し好評を得たほ
か、新たに6月に士業向けコンサルスキル獲得講座を開催し、税
理士・弁護士・社労士の先生方にご参加いただきました。会員
向けセミナー支援事業では、サテライトオフィスの講義室を活
用し、会員が安価にセミナーを開催できるプラットフォームを
構築いたしました。

一方で、セミナー参加者の集客や経営者とのネットワーク構
築、初受託となった女性活躍推進事業の運営面など、課題も明
らかになりました。

来年度は本年度事業を継続しつつ、協会収益事業の拡充に努
めてまいります。
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話題の小部屋

当協会の元会長である槇本健次先生が旭日小綬章を受章しました。

槇本健次先生は、元一般社団法人中小企業診断協会副会長であり、長年に渡る中小企業

への貢献や、中小企業診断士の地位向上に尽力されてきた実績が評価され、経済産業省推

薦にて令和７年秋の勲章受章となりました。

11/4の中小企業診断士の日イベントの中で、槇本先生の受章の紹介を行い、槇本先生の

スピーチと花束の贈呈を行いました。

叙勲 槇本健次先生

公益社団法人に向けて

令和7年6月10日(火)に開催された第14回総会にて、公益社団法人化のための定款変更
が承認されました。
現在では、公益社団法人の申請に向けて、事業計画や収支予算の素案作成などを進め

ている段階であり、第15回通常総会を経て、令和8年度中の公益社団法人化を目指して
います。

会員の皆さまにおかれましては、再度、公益社団法人化の目的について、ご確認をお
願いします。

①公益性の明確化とブランディング効果の向上
公益社団法人となることで、特に外部に対して当協会のミッションや活動内容が明確

となり、広報やブランディングにも好影響となります。

②社会的信用の向上
「公益」の名を冠することで、行政庁の厳格な認定を受けた団体としての信頼性が高

まり、今まで以上に金融機関や他の支援機関からの協力や支援を得やすくなります。

③行政との連携や支援の可能性の拡大
公益社団法人として認定されることで、行政との連携や委託事業の受託拡大の可能性

が広がります。

今後も、進捗などについて、随時、ご連絡させていただきます！
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登録養成課程
（難波先生）

登録養成課程

2025 年 10月 25日に修了式、修了祝賀会を執り行いました。

第８期生17名全員が無事修了することができました。修了式では、皆さん一人一人から養成課程1年

間の思い出を語っていただきました。また、祝賀会では、中小企業診断士としての新たなスタートにあ

たっての決意表明もしていただきました。新たなスタートを切り羽ばたいていく皆さんを指導員、運営

関係者でお祝いしました。

皆さんの今後の活躍に期待しています。

。

第9期が始まりましたが、第10期以降も受講生を募集します。

ＰＲ動画も作成しておりますので、認知度向上にご協力をお願い

します。

引き続き福岡県を始めとする九州・西日本地域の中小企業支援、

経済発展のため、中小企業診断士の育成に努めてまいります。

2025年11月から第９期がスタートし

ました。第9期生は19名とこれまでで最

多となりました。第9期生も第8期まで

の受講生と同じく、経営者として活躍さ

れている方、金融機関、公的機関や企業

にお勤めの方など様々な顔ぶれとなって

います。

これから1年間、中小企業診断士登録

を目指し、厳しく、楽しく、頑張ってく

ださい。

祝賀会修了式

当協会は、九州初の中小企業診断士登録養成機関です。熱気あふれる

登録養成課程の様子をお伝えします。

【登録養成課程-第８期が修了】

【登録養成課程のＰＲをお願いします！】

【登録養成課程-第９期がスタート】

開講式

ＨＰ 動画
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研究会活動報告

事業性評価研究会

海外ビジネス支援研究会

※公認研究会の紹介は協会ホームページをご参照ください

https://shindan-fukuoka.com/active/

代表者：篠原啓祐

代表者：槇本健次

今回は、海外ビジネス支援研究会の活動報告をご紹介します。

研究会紹介
（上山先生）事業性評価研究会のご案内

非財務項目の「見える化」への取り組み
～ローカルベンチマークの非財務項目のレーダーチャート化～

厳しい経営環境の中でも、頑張っている中小企業経営者の「目に見えない経営力」
を「見える仕組みづくり」を通じて適正に評価し、支援するのは中小企業診断士の
役割ではないでしょうか！
中小企業の事業性評価を判断する際に「財務項目」については明確な指標が出しや
すく、レーダーチャートなどで「見える化」ができているが「非財務項目」につい
ては評価しにくい面があります。
また、本来中小企業の経営診断や事業性評価においては業種別・規模別にそれぞれ
重視すべきポイントが異なっており、一つのチャートですべての業種・規模の事業
性評価を行うには難しい面があります。
そこで業種別・規模別にフォーマットを作成し、中小企業の経営実態の中でも非財
務項目について「見える化する」ことを目指し、研究を続けています。

1．研究会の構成
・研究会と７つの業種別部会の２部構成：構成員 ３０名の中小企業診断士
・役員：会長 槇本 健次、
・部会リーダー：①製造業 ②建設業 武石誠司、③商業 長生信夫、④医療・福祉業 槇本健次

⑤サービス業 柴垣直紀、⑥情報業 日下部清、⑦飲食部会 長生 信夫
・事務局：大江誠二、鈴木秀信

2．会の運営方式
・研究会本会：月1回 原則 第3土曜 10:30 ～ 12:00 有限会社エムケイブレーンにてハイブリッド開催
・会費 zoomの場合原則無料 リアル開催の場合：会場費として1,000円（開催時徴収）
・各部会：部会単位で研究会開催

3.連絡先 大江 ooe.seiji@sky.plala.or.jp 槇本 kmakimoto@mkbrain.co.jp

海外ビジネス支援研究会—毎月第3水曜 19:00 オンライン開催
—

海外ビジネス支援研究会は、海外展開に関心のある方なら
経験・未経験を問わず参加できる学びと交流のコミュニティです。
◆ 活動内容
・Jetro等 公的支援機関の担当者を招いた講演会
海外展開支援の現場から最新情報を学べます。

・参考書籍を用いた基礎知識の習得
海外ビジネスの“基本”を体系的に身につけます。

・駐在経験者によるリアルな海外事情の共有
現地での暮らし・商習慣・支援の実体験など、生の声を聞けます。

・年1回の海外ビジネスEXPO視察
展示会のトレンド把握と実務に役立つ情報収集を行います。

◆ 会員構成
海外駐在経験者、現在海外在住者、海外支援未経験者など多様。
明るく前向きなメンバーが中心で、雰囲気はとてもフランクです。
◆ メッセージ
「海外ビジネスに興味がある」「支援分野を広げたい」
そんな方にぴったりの研究会です。まずは気軽にご参加ください！

https://shindan-fukuoka.com/active/
https://shindan-fukuoka.com/active/
https://shindan-fukuoka.com/active/
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令和７年度スキルアップ研修「プロコン養成塾福岡２０２５」

令和7年11月15日（土）～16日（日）の両日、福岡市中央区のハミングバード貸会議室において、令和7
年度スキルアップ研修として「プロコン養成塾福岡2025」を開催しました。

プロの経営コンサルタントとして独立を考えている、また、独立後間もない中小企業診断士の方などを本研
修の対象者として九州７県及び中国四国地方に参加の募集を行い、結果10名の方々が参加され２日間の日
程で無事に実施いたしました。

参加者の内訳は、協会所属の中小企業診断士４名を含めた中小企業診断士資格者10名が参加されました。
熊本県、鹿児島県、沖縄県など県外から、計６名の方々が参加されています。

講師陣は、当診断士協会で最も活躍している実績が豊富なベテランの中小企業診断士から６名を選抜し、

1. プロコンに要求されるマインド
2. 好きと得意を事業にする～君たちはどう稼ぐか～
3. 収益構築のためのアクションプラン
4. 気づきを引き起こす対話のあり方とやり方
5. 若手プロコン奮闘記
6. 成功するコンサルタントの条件

などをテーマとして、各講師から自己の体験をもとにわかりやすく説明していただきました。

第一日目の夜は、講師を交えた懇談会を開催し、講義では聞けない裏話等を聞くなど有意義な時間となりま
した。

受講生のアンケート結果では、プロコン塾全体への評価としては、受講者10名のうち10名の方が“大変良か
った”と回答し、その他“大変有意義な２日間だった”“あっという間の2日間だった”といった高い評価をいた
だく結果となりました。

講義の内容につきましては、「どれも内容が濃く緊張感を保ちながら受けられるました。」「1番知りたい
こと余す事なくお話し頂けたかなと思います。後は行動するのみです。」「一番関心のある営業面の話が盛
りだくさんで大変ありがたかったです。」、「2日間、大変勉強になりました！診断士ならではの様々な先
生の多彩な講義内容で楽しめました。テーマ、スタイル共に良かったです。」と好評価を頂くことができま
した。

講座の運営に関する要望としては、「もっと日数を増やして具体的なワークを増やしても良いかもしれない
と思います。」などのご意見をいただきました。

参加者は、講師の方々を目標として、独立中小企業診断士として活躍できるようになるために、それぞれ
が自分に合った活動方法を見出していくことになりますが、このプロコン養成塾で学ばれたことが大いに参
考になることと確信します。
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中小企業診断士の日イベント『組織力UP相談会＆講演会』開催

広報委員会より、11月4日(火)に開催された中小企業診断士の日 特別イベント『組織力UP相談会＆講

演会』についてご報告させていただきます。

第1部 相談会の様子_1

【第1部 経営相談会】

8社の企業の経営者に参加いただきました。相談対応には

4名の協会会員の先生が対応してくださり、とても親身に

丁寧に相談対応をいただきました。

下記が参加者のアンケート結果です。

中小企業診断士の日は、昭和23年11月4日に、中小企

業庁により「中小企業診断実施基本要領」が制定され、経

営に関する専門家を活用する「中小企業診断制度」が発足

したことから、毎年11月4日を本制度のPR活動に力を入

れる日として、各県協会ごとに工夫をしながら取り組んで

います。当協会では本年は中小企業における共通の経営課

題である組織力向上に焦点をあてて、特別なイベントを開

催いたしました。

第1部は『先着24社！“人”の課題を強みに変える、経営

者限定相談会』を開催。4名の会員の先生方に相談対応い

ただき、8社の企業の経営者に参加いただきました。

第2部は『診断士と歩む成長―伴走支援事例から学ぶ組

織改革の手法』と題して講演会を開催しました。第一線で

活躍されている２名の中小企業診断士を講師にお招きし、

それぞれのクライアント企業の経営者と共に、組織改革を

いかにして取り組んできたのか講演をいただきました。

第1部 相談会の様子_2

75%

25%

面談は課題解決のヒントになりましたか？

大変良かった

よかった

あまり参考にならなかった

参考にならなかった
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参加された企業の経営者は全員、相談後に課題解決につながるヒントを得てお帰りになられました。

「今後の事業への可能性を見出す相談をしたい」など次回以降の開催について期待を寄せる声もいただい

ています。

一方で集客に関して大きな課題も残りました。24社の枠に対して、8社の参加とまだまだ少ない参加企

業数でした。より多くの方に参加いただくために、どのような取り組みができるのか、広報委員会内でも

しっかりと振り返り、次回につなげていかなくてはなりません。

【第2部 講演会】

講演会には藤田隆久先生（福岡県協会所属）、川崎英樹先

生（佐賀県協会所属）の2名の中小企業診断士の先生にご

登壇いただき、中小企業診断士の伴走支援が実際にどのよ

うに組織改革や成長につながったかを具体的な事例を交え

てお話しいただきました。お二方にお話しをいただくだけ

でなく、それぞれの支援先企業の経営者にもご登壇いただ

き、経営者の視点から実際の支援を受けての感想や手ごた

えをリアルな現場の声としてお話をいただきました。

ご登壇いただいた支援先企業の経営者は下記の２名になり

ます。

藤田隆久先生の支援先である株式会社ゆずず 中島由華様、

川崎英樹先生の支援先である南田産業株式会社 長谷剛様

です。2社とも従業員の皆さまが活き活きと活躍されてい

る素晴らしい組織作りを実践されています。

川崎 英樹先生 南田産業株式会社 長谷 剛様

講演会の様子_1

川崎 英樹先生からは「企業のブランディングは人である」という強いメッセージをいただきました。

川崎英樹先生は中小企業は高品質、高付加価値、高単価の戦略をとる必要があり、その根幹をなすのは

人であるという信念のもと、支援先企業の様々な経営課題解決を支援されています。またそのような人

を中心とした企業経営の一つの成果として、南田産業株式会社では、従業員の紹介を中心に採用活動に

取り組むことができているとのことでした。

講演会の様子_2
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藤田隆久先生は「中小企業診断士が社外取締役として活躍する意義」についてお話をいただきました。

社外取締役という立場でより踏み込んで企業の支援に取り組む実例をご紹介いただきました。中小企業

診断士が社外取締役として既存支援先に関わることで、より大きな組織変革をもたらすことにつながる

という新たな視点でのご提案でした。実際に社外取締役として関わっている株式会社ゆずず 中島由華

様からも、自社の軌跡や現在取り組んでいること、藤田隆久先生から外部の客観的な視点から様々な助

言を受け取ることができ、経営判断の役に立っているといった伴走支援の手ごたえをお話しいただきま

した。

79%

13%

7%

講演内容について

大変参考になった

参考になった

あまり参考にならなかった

参考にならなかった

藤田 隆久先生 株式会社ゆずず 中島由華様

講演会におけるアンケートでは、90％以上の参加者が参考になったと回答iいただき、大好評でした。

「顧問先と関わる上で、知識の共有やアドバイスはもちろんのこと、熱意やモチベーションなども組織

改革を進める上で重要だと学んだ。」

「現場であったリアルな話が聞けたので勉強になりました」

「診断士による伴奏支援の新しい関わり方が参考になった。」

といったお声をいただきました。

お二人の中小企業診断士の先生に共通していたのは支援先を良くしたい、一緒に成長したいという「熱

量」です。また経営者の方の情熱も伝わってきて、大変熱い講演会となりました。

ご登壇いただいた４名の講師の方々、ご参加いただいた皆様のご協力により、無事にイベントを終わる

ことができたこと、御礼申し上げます。ありがとうございました。
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専団連プロジェクト

皆様、こんにちは。外部連携委員会 委員長の藤原です。

これまで約3年間、平成29年に専団連に加入して以降、初めての当番会をプ

ロジェクト体制で担当し、活動して参りました。専団連は平成3年9月に9団体

で設立されました。診断士協会は平成29年度よりその活動に参画しています。

専団連には専任の事務局がなく、10士業・各士会の輪番制で運営されていま

す。この度、令和5年8月から令和7年9月までの2年間、診断士協会が初めて

当番会を担当することになり、令和4年8月に専団連プロジェクトチームが結

成されました。この当番会としての活動は、令和7年9月の専団連定期大会を

もってプロジェクトチームとしての役目を終え、無事、次の当番会である福

岡県弁護士会へと引き継ぐことができました。

この1年間においては、当番会として2か月に1度の会議体で10士業が集ま

り、これからの活動の方向性について議論を行ってまいりました。その中で

は、意見がまとまらず苦慮したこともございましたが、10士会が積極的に意

見交換を行い、毎回建設的な議論の場を提供することに努めました。また、

新規若手交流会では急遽の会場変更が発生するなど、予定通りにいかないこ

ともございました。しかし、各士会の専団連メンバーやプロジェクトチーム

のメンバーをはじめとした関係者の皆様のご協力により、無事に当番会とし

ての役割を遂行することができました。様々なイベントにおいて、専団連の

活動にご支援、ご協力を賜り、誠にありがとうございました。厚く御礼申し

上げます。

この後も専団連のイベントとして、令和8年2月に「ボウリング大会」、令

和8年4月に「新規・若手交流会」、令和8年9月に「定期大会」が開催されま

す。また、研究会・同好会も都度開催されますので、他士会との交流の場や

情報収集の場として、ぜひご活用ください。

引き続き、外部連携委員会として専団連の活動にも参画して参ります。今

後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

外部連携委員会専団

連プロジェクト長

藤原 茂

ボウリング大会

(令和7年2月開催)

新規若手交流会

(令和7年4月開催)

定期大会

(令和7年9月開催)
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レジェンドの今、そして未来へ：新たな挑戦と活躍の場

インタビュアー： 大学勤務を終えられてからの活動はどのようにされていますか？

増田先生： 大学を退職した後は、再び診断士活動に戻り、養成課程や各種事業計画
支援などで忙しい日々を過ごしました。

今回の「レジェンドの今、そして未来へ」は、現在も「楽しく充実した診断士活動」に取り組まれている増田幸

一先生（73歳）を訪ねて、現在の活動状況や､後輩や若手診断士へのアドバイスなど、大変貴重なお話しをお伺い

してきました。

増田幸一先生

増田先生： はい、40歳で診断士合格後、北九州市の商店街活性化事業等や中小企
業大学校での講師活動、個別企業の診断・支援活動などを広域に診断士として忙し
い日々を過ごしていました。その後、友人の助言もあり大学院に進学し、修士・博
士を修了。各種学会で揉まれて49歳で九州共立大学の経営学科「起業・後継者コー
ス」で教員に就任し、65歳まで勤めました。

インタビュアー：広報委員 九郎丸宏一

インタビュアー： ちなみに、現在のご趣味は何でしょうか？

増田先生： 趣味は、ゴルフ（下手ですが）、酒、麻雀（最近はしていません）、ジム通いです。

ただ、70歳を迎えて、「このままの人生では・・？」と思い、今は仕事をセーブしながら好きなことをして
過ごしています。これからも「ボチボチの生涯現役」として診断士活動は続けますが、楽しく充実した生活
を送りたいと考えています。

増田先生： 後輩や若手の先生へ、私からのアドバイスをご紹介します。

●行政の仕事では中小企業支援施策や補助金等が世の中の変化に応じて毎年変わるので、中小企業白書や理論

研修、各種セミナーで情報収集し、自身の得意分野を磨きながら企業様の業界に合った環境変化に対応でき

る知識とスキルを身に着けることを心掛けて下さい。

●気の合う診断士や経営者と情報交換しながら自身の不得意業界・分野についての知見を学ぶとともに自身の

好きな得意分野や得意業種をつくり差別化を図ること が大切です。

●診断士としての仕事も大切ですが、自身や家族の幸せや老後の生活も考え生きがいのある長期のライフプラ

ンをつくり、悔いのない楽しい人生が送れるように計画して下さい。

●民間の仕事では、経営者の立場になって経営課題を解決するために、実行可能な計画を立て、実行、改善、

見直し、経営者・従業員と一緒に考え、行動することが重要です。

●謙虚に感謝ある行動をとること。(先生にはならず、パートナーに徹すること) 。

また、ボランティア活動にも取り組んでいます。社会福祉法人2団体の理事や理事や監事、北九州異業種交流
（任意団体）の代表、ゴルフコンペ2団体（夢追い塾、なごみ会）の会長、北九州市指定管理者選定委員など
も務めています。

インタビュアー： 中小企業診断士として33年間、常に学び続け、活動領域を
広げてこられると同時に、「ボチボチの生涯現役」という言葉など、
人生を楽しんでいらっしゃるお姿から、充実した人生を送るヒントをいただ
きました。ありがとうございました。

インタビュアー： 多彩な趣味と、ボランティア活動をとおした社会貢献など、精力的に活動されていますね。

最後に、後輩や若手診断士に向けた提言やアドバイスをお願いします。

インタビュアー： 本日はよろしくお願いいたします。先生は診断士合格後に大学で

教鞭をとられるなど異色のご経験をお持ちだと伺いましたが、経緯などお話しいただ

けますか？



15

自社開発の生産管理システムと、豊富な経験に基

づく強みを活かし、 九州のパートナーとチームを

組み、筑後や中津をはじめとする中小製造業様の

システム再構築、IT活用、付加価値のある生産性

向上を伴走型でご支援しながら、ソリューション

の全国展開を進めています。 諸先生方のご指導を

賜りながら、ぜひ連携をお願い申し上げます。

FUKUOKA  SMECA  NEWS

植松 栄介先生

新入会員紹介

2024年10月1日以降に新たに当協会にご入会された先生方をご紹介します。

（順不同、敬称略)

今後の協会活動等を通じてぜひ親交を深めていただきたいと思います。

既存会員の皆さまから是非積極的なお声がけをお願いいたします。

宮崎県生まれ。現在は九州朝日放送で解説委員と

防災ネットワーク主幹をしています。地域創生に

貢献したいという思いで診断士になることを志し

ました。実家は宮崎県で１００年以上続く鮮魚店

を経営しています。協会では広報委員会にも所属

させていただいています。今後ともよろしくお願

いします

太田 祐輔先生
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現在は福岡市で行政書士として、専ら運送事業者様の許認

可代理申請を行っております。これまで経験した職は割と

多岐に渡ります。中小企業診断士の資格は10年程前に取

得していましたが最近活動出来ておりませんでした。協会

には再入会となりますが、改めて自分が中小企業診断士と

して何が出来るのかを一から考えたいです。様々な分野に

精通された先生方との交流も楽しみにしております（お酒

は弱いですが場は好きです）。

松藤 博樹先生

20年以上歯科や整骨院など医療業界に従事した後、経営

コンサルタント事務所で実務経験を積み、2025年4月に

粕屋郡宇美町で中小企業診断士として独立しました。補助

金申請支援を得意としており、特に初めての方にも安心し

て進めていただけるよう、丁寧に寄り添ったサポートを心

がけています。歯科衛生士、二級知的財産管理技能士など

の資格も保有しており、趣味は旅行と温泉巡りで、日々の

リフレッシュと新たな発見を楽しんでいます。

池永 希先生

2024年、食農事業者向けコンサルティング業「食農みら

い」を開業しました。3社のリース会社（銀行・商社・農

業系）での法人営業や企画業務の経験を活かした営業・マ

ーケティング支援、事業計画策定、資金調達の多様化を得

意としています。経営難に直面する農林水産事業者と向き

合ったサラリーマン時代の体験から「次世代に続く農林水

産業」をテーマに活動しています。経営者の良き相談相手

となれるよう、日々経験を積んでいきます。

八尋 建樹先生
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コンサルティング業界で約8年、経営戦略策定、業務プロ

セス改善、各種ITツールの導入支援、事業再生、M&Aのご

支援などを幅広く経験しました。特に業務プロセスの可視

化、改善支援が得意です。その経験を中小企業の皆さまの

お役に立てたいと思い、中小企業診断士協会に入会しまし

た。企業経営に関するお悩みの1つ1つに、真摯に、親身に

対応いたします。小さなことでもお気軽にご相談くださ

い！

花月 諒先生

システムエンジニアとして約17年間勤務し、製造業の

お客様を中心に業務課題の解決に取り組んでまいりま

した。今後はそこで培った知見と、経営全体を俯瞰す

る視点を活かして、中小企業の経営課題や業務効率化

を支援し、伴走型支援を通じて地域経済の活性化に貢

献していきたいと考えております。

田中 慎一郎先生

”組織・人を最も成長させ、活かすことのできる”中小

企業診断士を目指しています。前職が組織・人事コン

サルティング会社のリンクアンドモチベーションで10

年以上仕事をしておりましたので、人事系特に幹部・

管理職育成に強みがあると考えています。

斎藤 拓先生
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現在、株式会社タナベコンサルティング（九州本部）に勤

務しております。今までの経歴は、①会計システム会社、

②税理士事務所、③現職でございます。株式会社タナベコ

ンサルティングでは、ホールディングス化・グループ経営

支援・中期経営計画単年度計画策定支援・管理会計導入・

セミナー講師等を主に取り組んでおります。今まで中小企

業診断士としての活動がほぼ出来ておりませんでしたが、

2025年度より福岡県中小企業診断士協会のイベント参加

を通じて積極的に取り組みたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。

池田 健悟先生

北九州を拠点に活動する弁護士です。企業法務を中心

に契約書の整備、労務対応、取引リスクの予防など、

法的側面から中小企業の経営を支援してきました。令

和６年に中小企業診断士登録を行い、経営支援の幅を

広げるべく取り組んでいます。法と経営の架け橋とし

て、実務に根ざした伴走支援を心がけています。

野上 裕貴先生

養成課程を修了し、2024年12月に診断士登録を行いま

した。現在は、企業内診断士として、株式会社北九州

銀行に勤務しています。資金調達や資金繰り改善の提

案、事業計画書の策定を主にしています。金融機関に

約30年間勤めている経験を活かし、中小企業と金融機

関との橋渡し役として、経営者に寄り添った対応をし

ていくことをポリシーとしています。地域活性化に貢

献できる、中小企業診断士として活躍していきたいと

考えています。

吉田 一朗先生
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年間スケジュール

協会、各部会で実施される研修会等の開催予定をご紹介します。会員の皆様の学びや交流の機会となりま

すので、ぜひ活用ください。
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著者：比企智浩（福岡県中小企業診断士協会会員）

【事業再構築補助金を獲得! 審査員の心をつかむ 魅せる事業計画書の作り方】

【もくじ】
第1章 事業再構築補助金の制度
第2章 STEP1 事業計画書作りの前準備
第3章 STEP2 事業計画書作りは収益計画からスタート!
第4章 STEP3 審査項目を押さえる現状分析の方法
第5章 STEP4 審査員のハートをつかむ新規事業のマーケティング戦略
第6章 見て理解する採択事例
第7章 電子申請のポイント

【書籍サマリー】
採択率75%の中小企業診断士が明かす！
収益計画からマーケティング戦略まで、一歩抜きん出る事
業計画書作成の裏ワザを伝授!
● ビジュアル・データの効果的な使い方と要点のまとめ方
● 審査を勝ち抜くための具体的ポイント
● すぐに実践できる豊富な事例が多数満載!

会員の書籍出版・メディア掲載紹介

<対象者について＞ 会 員：福岡県中小企業診断士協会の会員 非会員：会員以外の中小企業診断士

一 般：中小企業診断士以外の士業、経営者など
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【③会員数の推移】

2025年11月1日時点の会員数は『405人』と過去最大人数を更新しました。

事務局より

【②会員登録内容の変更について】

自宅住所や勤務先等、登録内容に変更がありましたら、以下書類を事務局へご提出ください。

１．会員の移動及び住所等の変更届

中小企業診断協会の会員マイページより変更いただき、印刷したものをご提出ください。

２．中小企業診断士登録事項変更届出書(様式第６)

中小企業庁の中小企業診断士関係様式より印刷し、変更事項を記載、押印したものをご提出ください。

【①新規入会のご案内】

入会ご希望の方は当協会ホームページに入会申込書ダウンロード様式があります。ご活用ください。

• 福岡県中小企業診断士協会では、随時入会を受け付けています。

• プロコンや独立前後の診断士向けの研修、協会内外との人脈づくり、先輩診断士からのアドバイス、

企業内診断士同士のグループ作りや交流、各種研究会など、会員になると多様なメリットがありま

す。また、会員には会員バッジを協会より貸与します。診断士の日シンポジウムや新年祝賀会、プ

ロコン養成塾など、会員以外でも参加可能な行事がありますので、入会されていない診断士の方々

もお気軽にご参加下さい。

入会案内

金額 納期限

入会金 30,000円（入会時のみ） 入会手続き時振込

協会費 48,000円/年間
（当協会費33,000円、本部会費15,000円）

入会時
※新規入会者は入会手続き時に振込
※登録養成課程修了生は初年度は振込、2年目以降は口座振替
※毎年6月末頃の口座振替による

部会費

下記のいずれか所属部会による年会費
福岡部会 3,000円
福岡北部会 2,000円
福岡南部会 2,000円

同上

登録開業会員費 48,000円
事業受託をしようとする年度の前年度3月中旬頃
の口座振替による
※新規入会者は入会時期により振込

【④福岡県中小企業診断士協会のパンフレットが刷新されました】

当協会HPの会員サイトからPDFのダウンロードができます。企業訪問時などご利用ください。

※会員ページへのログインが必要です。

ログイン→ニュース→2025.6.11の「お知らせ」ポスター・パンフレット作成へお進みください。
https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227

https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227

https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227
https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227
https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227
https://shindan-fukuoka.com/mypage_news/detail/227
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編集後記

【告知】次年度広報委員会メンバー募集！！
広報委員会では、次年度に向けてメンバーを募集しています。
協会の今を伝えるやりがいのある仕事です。とても気さくなメンバーたちがあなたを待っています！
ご興味がある方は、お気軽にお問い合わせください。
●広報委員会に関する問い合わせ先
広報委員会 委員長 廣木 鑑治 hiroki@as-link.co.jp

【発行：一般社団法人福岡県中小企業診断士協会 広報委員会】
委員長 ：廣木 鑑治 副委員長：上山 竜太
委員 ：九郎丸 宏一 委員 ：難波 宗之
委員 ：坂本 眞一 委員 ：松田 悠太郎
委員 ：太田 祐輔

最後までお読みいただきありがとうございました

一般社団法人福岡県中小企業診断士協会会報誌
『FUKUOKA SMECA NEWS』は、広報委員より毎年
定期的に発行しております。

こんな情報を知りたい!掲載して欲しい！などありま
したら、広報委員会の九郎丸まで、メールにてご連絡
ください。

●広報誌に関するご意見・お問い合わせ先
広報委員 九郎丸 宏一
kuroumaruk@gmail.com

イベントなどの情報は、メーリングリストやＨＰ、Facebook、 Instagramにて、
随時、ご案内します。
当協会のFacebookやInstagramのフォローをお願いします
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裏表紙
（難波先生）
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